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綺 鋼 製 品
鉄鋼業における熟練・技能の特質と継承問題 (11)      153
運ばれる。転炉でもほぼ同レベルの温度で精錬された溶鋼は, また大気温度

















































































































































項 目 鉄 鋼 業 他産業 (TPS・NPS)
′t産プ ロセス ブ ノンユ型 プル型
′t産ロ ントサイズ 大 ロッ ト (少品種多量 ) 小 ロ ソト (多品種少量)実需生産
生産性追及の視点 量産効果,部分能率の追及 ムダの排除,全体効率の追及
生産形態 加工又はロッ ト単位仕掛保有生産 1個流れ生産
設fi喘 高速大型設 (1薔. 1人1台稼動 1人多」i程稼動,部品の加工順に配置
受注管理 仕掛 。在庫に依存 納入先 とほぼ同期
評価指標 T/H 生産総時間の低減率.棚卸回転率,在庫li数


















において 60℃以上に達する。しかも取 り扱う圧延材料であるシー トバーの重
量は約 30～40 kgの重量である。この労働における労働者の肉体的疲労は,消



















































































































































































































工 場 名 40 年













飯田賢一・大橋周治・黒岩俊郎編 :現代日本産業発達史 IV 鉄鋼[交詢社 1969年 より再引用
表4 八幡製鉄所の診察患者内訳 (明治40年)



















































































































































































































表5 平炉炉前作業の技能 (50t平炉 S.23.7現在)




































































ポジション 基礎学力 経験年数 習 熟 内 容






























下廻り 1 2年 圧延機の機構に対する詳細な知識を
もとにした検査点検技能
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